
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テレビや絵本に近付いて見る 

・明るい戸外でまぶしがる 

・目を細めて見る 

・上目遣いに物を見る 

・目つきが悪い、目が寄っている 

・見る時に首を曲げたり、頭を傾け

たりする 

すこやか通信 令和5年10月1日 

中栗須こども園 10月号 

長かった夏も、ようやく秋らしくなってきました。さわやかに吹く風が、秋の深まりを知らせ

てくれます。季節の変わり目で体調を崩しやすい時期でもあるので、手洗い、うがいや衣服の

調節などして、風邪を予防しましょう。 

10月10日は 
目の愛護デー 

子どもの目は毎日発達していて、両目

の視力機能は６歳頃にほぼ完成すると

言われています。その後に視力が低下

するのは、幼い頃の姿勢や体の動かし

方が関係しているそうです。自然の中

で十分に遊ばせ、外の景色をたくさん

見せることでお子さまの視力を育てて

いきましょう。 

こんな見方は危険信号！ 

このような症状が見られると斜視や

弱視の可能性が考えられます。子ど

もは視力が悪いことを自覚できない

ため、上記のような症状がないか普

段から気にかけて見るようにしてく

ださい。 

 

秋は薄着の服装で 

９月も後半になると、涼しく感じる朝が、少

しずつ増え、ついつい子どもに厚着をさせた

くなります。しかし、本格的な寒さを迎える

前のこの時期に薄着の習慣を付けておけば、

かぜを引きにくい体になります。外気を肌で

直接感じることで自律神経が整い、病気への

抵抗力が高まるからです。“大人より１枚少

なめ”を目安に、薄手の衣服を重ねるなどし

て、じょうずな体温調節を行いましょう。 

かぜを引きにくい健康な体をつくるには、

毎日の生活リズムを整えることが大切で

す。寝起きや就寝、食事の時間を決め、そ

れを習慣付けるために家族揃って続けて

いきましょう。お子さまと一緒に、健康的

な生活を目指しましょう。 

生活リズムを整える 


